
令和6年度 会津藩公行列参加に伴う留意事項

項 目 No. 内  容

心 得

1 長時間にわたるので数 日前から体調を整えておいてください。

2 当日の天候具合によつては熱中症対策として事前にスポーツドリンク、塩飴等の補給をしてください。

3 時計は身に付けず、貴重品は携帯しないでください。(携帯する場

4 眼鏡着用可。但し、偏光レンズ仕様の眼鏡は禁じます。     17]苦 重蠣 灘 rf磋 ダ響夕「眼鏡着用可。但し、偏光レンズ仕様の眼鏡は禁じまI

着付け

5 [他の人と私服が混ざらないようナップサック等を準備してください/_プ )の着用可。

6
着付け会場に向かう前の準備として、ワラジや草履 (鼻緒部分があたり)による擦り傷防止のため、自字で
親指とひとさし指のFBIにカットバン、またはテーピング用のテープでガードしてくださいc・

■ t

7
入館の際は、隊毎のプラカードを目印に所定の位置に進み、高津スタッフの指示に従い、極力、各自で着
付けをしてください。

８

一

トイレはできるだけ着付け前に済ませてください。単独行動をする時は近くの人に伝え、団体行動を基本と
してください。腹帯を締める際はきつく締め過ぎないよう各自で調整、あるいは着付けスタッフに明確に意
志表示してください。

9 衣裳、小道具は丁寧に扱ってください。

‐10
インナーは丸首シャツを着用すると襟元から見えて見苦しいのでUネックかVネックのものを着用 まヽたは
月Л.着なしで着付けしてください。(女性はタンクトップ、スパッツなど)

着付会場
出発～

出陣式

隊列表通りに隊列を組み、整然と鶴ヶ城に向ってください。この時に足並みを揃える練習をしてください。

２

一

廊下橋から先は、観客通路の確保のため、右側通行で歩行してくだ
さい。x舗業部の回路は観客通路用に空けることめ

撃

演出奉行の入陣の声を合図に、待機場所から段階的にステージ前に進ん

でください。(スタッフ及び誘導武者の指示に従い、単独行動は慎むこと)

※参加団体の付添い者は行夕l入 場エリア(南芝地内)には立ち入らないでください。(帰陣式同様 )

14
ステージ登壇者 (主に騎乗者・姫など)は、誘導武者の指示に従い、隊列を離れ (領主・藩主は旗持を従え

て)登壇、中脂・腰元らはステージ前の所定の位置に進み、演出奉行の合図で腰をおろしてください。

15
ステージ前に整列する参加者も演出奉行の合図で腰をおろし、その際、旗差し物は右横に倒して置いてく
ださい。

（３
出陣式の雄叫びは、全参加者が大声で呼応してください。(演出奉行の掛け声「えいつ !えいっ !」 に対
し、右手を高く上げて「おっ― !」 と呼応、3回繰り返す )

出 陣
17 演出奉行の進行セリフにより、誘導武者が出陣通路に誘導しますのでそれに従って進発してください。

８
´
罰

ヽ
騎乗者及び輿車関係者 (一般・担当中学校)は、騎乗及び乗車準備のため隊列より先行して進発します。

行進中

19 参加者全員が役柄になりきつて威儀を正して歩行してください。

20 両手をぶらぶらさせないで左手の親指は刀のつばに添えて歩行してください。

21 出来るだけ隊ごとに歩調を合わせ、きびきびと見苦しくないよう行進してください。

へ″
）

行進途中、立ち止まることがあつても隊列を乱すことなく、観客から笑われたり、苦情が出たりすることが

ないよう役になり切つて、また、先人に恥じぬ心構えと、先人への慰霊の気持ちを胸に行進してください。
※癬客ルのやιjル じりI士 節慮存梓って行き渦ギないように1´てください^
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２
ヽ

参加者同士で、または観客との携帯電話等による撮影は厳に慎んでください現
行列最後尾に救護車を配置「

24 体調が悪かつたり、生理現象が発生した時は、速やかに近くのスタッフに申L~出 てください。

呼込み紹介 25
行推中 言ヽ杓力所で呼び込み基行の合図で勝国の声を上げる演出(主に参加団体対象)があります。大き
な声で呼応できるよう事前に練習しておいてください。(右手を高くあげて)協 ↑Fフィ

｀
年

昼食
休憩

(第一中)

26
校舎に入る際、シューズヵバーをワラジの上から履いて所定の場所に移動し、昼食を摂ります。あらかじめ

昼食場所となる教室名、トイレなど覚えておいてください。

27 差し入れ (食中毒の恐れあり)、 飲酒は厳禁です。※一中敷地内は参加者及び関係者以外、立入禁止 .

28 昼食会場 (一 中敷地内)は喫煙禁止です。 ※喫煙場所/別紙参照

29
午後の進発時、隊名を読み上げる校内放送があるまではゆっくり身体を体め、進発の際は慌てずに校舎
の外に出てください。

帰陣式 30 勝国 (かちどき)は出陣式の雄叫び同様、高らかに呼応してください。

記念撮影
´́
３ 演出奉行の退陣の声を合図に、誘導武者の指示に従い、全ての参加者はステージ上手側の中央通路に

してください。

その他

32
スタソフの指示、誘導に従い、身勝手な行動は慎んでください。(不明な事や所用がある時は遠慮なく係

員に訊ねてください。)

33

かつら・衣裳の事前配置を確認したい時は、21日 1600～ 1700の 時FE5帯 に鶴ヶ城体育館で行うことができ
ます。なお、かつらを着用する役柄者は、当日、頭に痛みが出ないよう、可能であればこの時にかつら合
わせを行つてください。
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